
１１月１０日（金）、ＪＡ米穀課から特別講師をお招きして、５年生で「お米の授業」を行いました。

北斗市は水田発祥の地でたくさんのお米を作っていることや、一粒のお米から約３５０～４７０粒もの

お米が収穫できることを教えていただきました。子どもたちのふり返りの様子をみると、「農家さんがた

くさん苦労していることがわかった」「ごはんは大事だからたくさん食べようと思った」など、米作りの

大変さやお米の大切さを学んでいることがわかりました。

お米を食べよう
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